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機構改革及び金融効率化店舗並びに
Ａマートに係る地区説明会 開催

～ 長期的な視点及び展望に基づいた
建設的な意見・要望等が数多く出されました ～

　
「
機
構
改
革
及
び
金
融
効
率
化

店
舗
並
び
に
Ａ
マ
ー
ト
に
係
る
地

区
説
明
会
」
が
、
３
月
25
・
26
日

の
２
日
間
、
２
会
場
（
白
糠
・
幌

呂
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
延
期
し
て
い
た
説
明
会
で

し
た
が
、
ご
出
席
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

説
明
事
項
と
し
て
、機
構
改
革
、

金
融
効
率
化
店
舗
へ
の
移
行
、
Ａ

マ
ー
ト
ヘ
の
移
行
に
係
る
考
え
方

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
方
か

ら
は
、
各
説
明
事
項
に
対
す
る
長

期
的
な
視
点
と
展
望
に
立
っ
た
具

体
的
な
質
問
・
意
見
・
要
望
等
が

数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・
要
望
等

を
踏
ま
え
、
事
業
推
進
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

白　糠　会　場

幌　呂　会　場

組合員からの質疑

1



農業における新型コロナウイルス感染者
発生時の対応等に係る打合せ会議 開催

～ 地域関係者の連携・体制の構築が急務 ～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
は
、
伊
東
良
孝
農
林
水
産
副
大

臣
が
本
部
長
と
な
り
、
北
海
道
に
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
国
と

し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、

酪
農
現
場
に
感
染
者
が
出
る
と
い
う

最
悪
の
場
合
の
対
応
を
、
事
前
に
関

係
者
が
集
ま
り
決
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
い
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
発
生
し
た
場

合
の
対
応
を
確
認
し
、
も
し
も
の
時

に
備
え
た
い
考
え
で
す
。
最
終
的
に

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
私
が

対
策
本
部
長
と
な
り
采
配
を
振
る
わ

せ
て
頂
き
た
く
ご
理
解
願
い
た
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
発
生
時
に
係
る
施
設
等
の

消
毒
資
材
や
防
護
服
等
の
対
応
、
生

乳
生
産
継
続
の
た
め
の
支
援
体
制
等

に
つ
い
て
協
議
し
、
万
が
一
に
備
え

万
全
の
体
制
で
対
応
し
て
参
り
ま

す
。（
発
生
時
の
対
応
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
３
月
27
日
付
正
組
合

員
の
皆
様
方
へ
の
通
知
及
び
Ｊ
Ａ
広

報
誌
た
ん
ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。）

　

３
月
19
日
、
鶴
居
本
所
で
農
業
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
発
生
時
の
対
応
等
に
係
る
打
合
せ

会
議
を
各
関
係
機
関
の
担
当
者
計
26

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
武
藤
組
合
長
は
、

「
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

大
流
行
し
、
世
界
情
勢
は
大
変
な
事

態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
酪
農
現
場
に
お
い
て
も
学
校

給
食
用
牛
乳
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
事
等

に
よ
る
牛
乳
消
費
の
大
幅
な
減
少
や

海
外
か
ら
の
技
能
実
習
生
が
入
っ
て

来
ら
れ
な
い
な
ど
各
地
で
大
き
な
影

響
が
出
て
お
り
ま
す
。
今
、
会
議
・
集

会
等
を
最
小
限
に
自
粛
し
て
い
る
中
、

本
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
発
生
し
た
場
合
等
に
つ
い
て

の
確
認
を
緊
急
で
実
施
致
し
ま
す
。
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サイレージ用 細断型コンビラップ 稼動!!

釧路丹頂農協女性部 通常総会

～ 良質粗飼料の確保・作業の省力化・生産性の向上等を図る ～
　

3
月
23
日
、
鶴
居
村
茂
雪
裡

で
サ
イ
レ
ー
ジ
用
細
断
型
コ
ン

ビ
ラ
ッ
プ
の
実
演
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ビ
ラ
ッ
プ
は
、
鶴

居
地
区
の
農
業
振
興
積
立
金
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
、
か
ね
て

よ
り
鶴
居
地
区
運
営
委
員
会
の

中
で
協
議
・
検
討
を
重
ね
、
本

年
２
月
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で

す
。
機
械
の
維
持
管
理
等
は
、

農
協
が
鶴
居
営
農
組
織
代
表
者

協
議
会
と
契
約
を
結
び
貸
付
す

る
形
で
す
。

　

今
後
、
グ
ラ
ス
及
び
コ
ー
ン

サ
イ
レ
ー
ジ
を
高
品
質
な
状
態

で
通
年
給
与
す
る
こ
と
で
、
夏

場
の
採
食
性
・
産
乳
性
低
下
の

抑
制
と
繁
殖
の
改
善
、
作
業
の

省
力
化
が
図
ら
れ
、
生
産
性
の

向
上
に
繋
が
る
事
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

３
月
16
日
、
本
所
で
第
14

回
釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
武
藤
和
江

部
長
は
、「
今
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
日
本
経
済
は
も
と
よ

り
私
達
の
生
活
や
女
性
部
活

動
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て

お
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、

今
回
初
め
て
書
面
議
決
で
の

総
会
と
な
り
ま
す
が
ご
協
力

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
幌
呂
支
部
の
遠

藤
き
く
子
さ
ん
が
務
め
、
令

和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
、
令
和
２
年
度
事

業
計
画
他
に
つ
い
て
書
面
議

決
等
に
よ
り
全
議
案
承
認
さ

れ
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了

致
し
ま
し
た
。

説明を受ける組合員の皆さん

実演の様子

遠藤議長 武藤部長
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釧路丹頂農協青年部 通常総会

釧路丹頂農協乳牛改良同志会 定期総会

　

３
月
24
日
、
本
所
で
第
14

回
釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
松
下
雅
幸

部
長
は
、「
昨
年
は
全
体
的

に
良
質
粗
飼
料
が
確
保
さ
れ

安
心
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

冬
期
間
の
降
雪
が
少
な
い
為

深
く
土
壌
凍
結
し
て
い
る
状

況
や
、
大
雨
に
よ
る
草
地
の

浸
水
に
よ
り
春
先
の
作
業
に

支
障
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
牛
乳
の
消

費
量
減
少
等
、
非
常
に
先
行

き
不
透
明
で
不
安
を
抱
え
る

状
況
で
す
。
我
々
青
年
部
と

　

３
月
24
日
、
本
所
で
第
14

回
釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良

同
志
会
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
林 

稔
幸

会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
非
常

事
態
と
い
う
中
で
あ
り
ま
す

の
で
、
４
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
各
支
部
ス
プ
リ
ン
グ
シ

ョ
ウ
な
ど
が
中
止
と
な
り
、

新
年
度
計
画
が
ど
こ
ま
で
予

定
通
り
出
来
る
か
不
透
明
な

状
態
で
す
。
こ
の
乳
牛
改
良

と
い
う
分
野
は
乳
牛
生
産
に

し
て
は
、
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク

な
ど
を
通
じ
不
安
な
情
勢
を

解
決
す
る
た
め
の
様
々
な
政

策
の
提
起
等
を
行
な
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
安
全

安
心
な
生
乳
を
生
産
し
つ
つ

今
迄
以
上
に
乳
製
品
消
費
拡

大
へ
の
取
り
組
み
等
を
進
め

て
参
り
た
い
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

議
長
は
、
音
白
支
部
の
大

坂
隼
人
さ
ん
が
務
め
、
令
和

元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
、
令
和
２
年
度
事
業

計
画
他
に
つ
い
て
書
面
議
決

等
に
よ
り
全
議
案
承
認
さ
れ

総
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

あ
た
り
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
り
、
会
員
に
情
報
を
提
供

し
つ
つ
出
来
る
範
囲
で
活
動

し
て
参
り
た
く
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
瀧

澤
一
成
さ
ん
が
務
め
、
令
和

元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
、
令
和
２
年
度
事
業

計
画
他
に
つ
い
て
書
面
議
決

等
に
よ
り
全
議
案
承
認
さ

れ
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了

致
し
ま
し
た
。

松下部長

瀧澤議長 林　会長

大坂議長
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新 採 用 職 員 の 紹 介
■所属部署／営農部 農業振興課農業支援係
■年　　齢／18歳
■出 身 地／釧路町
■出 身 校／釧路北陽高校（Ｒ２年卒）
■趣　　味／カラオケ
■特　　技／バスケットボール
■ 組合員の皆さんへ一言／今年度からお世話になります小野村 大です。

農業についてはわからないことばかりですが、ご迷惑をおかけしてし
まうこともありますが、いち早く仕事を覚えがんばりますのでよろし
くお願いします。

■所属部署／営農部 農業振興課農業振興係
■年　　齢／18歳
■出 身 地／釧路市
■出 身 校／釧路明輝高校（Ｒ２年卒）
■趣　　味／スポーツ、音楽鑑賞
■特　　技／卓球
■ 組合員の皆さんへ一言／今年度から釧路丹頂農協で働かせていただく

木村 翔と申します。知識はほとんどない状態ですが、組合員の皆さん、
先輩方とたくさんコミュニケーションをとって１日でも早く一人前の
農協職員になりたいと思いますのでどうぞよろしくお願い致します。

■所属部署／畜産生産部 家畜改良課家畜改良係
■年　　齢／20歳
■出 身 地／十勝清水町
■出 身 校／北海道立農業大学校（Ｒ２年卒）
■趣　　味／アイスホッケー
■特　　技／そう呼べるものがないです。
■ 組合員の皆さんへ一言／ご迷惑をかけることがあるかもしれませんが、

よろしくお願いします。少しでも仕事に関する知識、技術の習得に励
み家畜改良課の一員として頑張っていきたいです。又、十勝出身とい
うことで釧路の道もあまり理解していない分、早く覚えていきたいと
考えています。

■所属部署／白糠支所 購買課資材係
■年　　齢／18歳
■出 身 地／釧路市
■出 身 校／釧路明輝高校（Ｒ２年卒）
■趣　　味／映画鑑賞
■特　　技／バスケットボール
■ 組合員の皆さんへ一言／今年度から釧路丹頂農協に勤めることになり

ました、廣田勇海と申します。わからないことばかりで、色々ご迷惑
をかけるかもしれませんが、精一杯頑張って行きます。よろしくお願
い致します。

小
お

野
の

村
むら

　大
だい

木
き

村
むら

　　翔
しょう

渕
ふちかみ

上　恵
けい

以
と

廣
ひろ

田
た

　勇
いさみ

海
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
同
じ
エ
サ
を

使
っ
て
い
る
の
に
、
農
場
間
の
採
食

量
に
差
が
あ
る
こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。

産
次
数
や
搾
乳
日
数
に
大
き
な
差
が

な
け
れ
ば
、
飼
槽
管
理
に
何
か
違
い

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
乾
物
摂
取
量
を
高
め
る

飼
槽
管
理
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　

な
ぜ
乾
物
摂
取
量
が
重
要
か　

　

水
分
を
除
く
成
分
の
こ
と
を
「
乾

物
」
と
い
い
、
牛
が
食
べ
た
乾
物
量

を
「
乾
物
摂
取
量
」
と
い
い
ま
す
。

　

水
分
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
に

は
な
ら
な
い
の
で
、
牛
が
十
分
な
エ

サ
を
食
べ
て
い
る
か
は
乾
物
摂
取
量

で
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

乾
物
摂
取
量
が
少
な
い
牛
は
、
生

命
維
持
に
栄
養
を
使
う
こ
と
に
精
一

杯
で
、
乳
量
や
繁
殖
な
ど
生
産
性
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

２　

牛
が
エ
サ
を
食
べ
て
い
る
か

　

牛
が
乾
物
摂
取
量
を
満
た
し
て
い

る
か
の
目
安
に
ル
ー
メ
ン
フ
ィ
ル
ス

コ
ア
（
Ｒ
Ｆ
Ｓ
）
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｒ
Ｆ
Ｓ
は
、
牛
の
左
側
の
肋
骨
と

腰
角
の
間
に
位
置
す
る「
ル
ー
メ
ン
」

の
膨
ら
み
で
判
断
し
ま
す
。

　

ル
ー
メ
ン
が
大
き
く
丸
く
膨
ら
ん

で
い
る
牛
は
エ
サ
を
十
分
食
べ
て
い

ま
す
（
写
真
１
）。

　

し
か
し
、
三
角
形
に
凹
ん
で
い
る

牛
は
、
病
気
や
分
娩
直
後
、
嗜
好
性

の
悪
い
エ
サ
な
ど
が
要
因
で
な
け
れ

ば
、
飼
槽
管
理
に
よ
り
乾
物
摂
取
量

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　

乾
物
摂
取
量
を
高
め
る
飼
槽
管
理

○
給
餌

① 

新
鮮
な
飼
料
給
与
の
た
め
、
飼
槽

を
掃
除
し
て
か
ら
給
餌
す
る

② 

一
回
給
餌
で
給
餌
後
、
一
時
間
と

四
時
間
以
内
に
エ
サ
寄
せ
で
き
な

い
場
合
は
、
夕
方
に
給
餌
を
行
う

（
夜
間
は
飼
槽
の
エ
サ
の
動
き
が

緩
慢
に
な
る
た
め
）

③ 

二
回
給
餌
の
場
合
は
、
夕
方
の
給

餌
量
を
多
く
す
る
（
例
：
夕
方
70

％
、
朝
30
％
）

④ 

飼
槽
は
カ
ラ
に
せ
ず
、
常
に
エ
サ

が
あ
る
状
態
に
す
る
（
写
真
２
）

⑤ 

給
餌
量
は
残
餌
が
給
餌
量
の
５
％

程
度
と
な
る
量
に
す
る

○
エ
サ
寄
せ

①
一
度
目
の
エ
サ
寄
せ
は
、
給
餌
後

　

一
時
間
以
内
に
行
う

② 

そ
の
後
も
で
き
る
だ
け
頻
繁
に
行

う
（
今
よ
り
も
う
一
回
増
や
す
）

③
牛
が
エ
サ
を
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、

　

エ
サ
は
飼
槽
壁
か
ら
30
㎝
離
し
た

　

位
置
に
置
く
（
写
真
３
）

○
そ
の
他

① 

引
き
込
み
防
止
装
置
を
設
置
し
て
、

飼
槽
か
ら
の
エ
サ
の
ロ
ス
を
減
ら

す
（
つ
な
ぎ
飼
い
）（
写
真
４
）

② 

水
槽
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
は
定

期
的
に
清
掃
し
、
な
る
べ
く
清
潔

な
状
態
を
保
つ
（
写
真
５
）

最
後
に

　

毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
管
理
の
差

が
、
乾
物
摂
取
量
と
乳
量
を
変
化
さ

せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

  

今
回
紹
介
し
た
内
容
は
、
す
ぐ
に

で
も
取
り
組
め
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

今
日
か
ら
実
践
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

乾
物
摂
取
量
を

　
　
　
　
高
め
る
飼
槽
管
理

写真５　エサが入って
いたら「発見した時」

に取り除く

写真１「ルーメン」の膨らみ
で食い込みを判断

写真２　エサは切らさず
いつでも食べられるように

写真３　エサ寄せする時は
飼槽壁から30㎝離した位置に

写真４　ゴムマットの切れ
　　端を利用した引き込み

防止装置の事例
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信
用
事
業
は
全
道
で
約
35
億
円
の
減
少

　
小
林　

今
日
の
テ
ー
マ
は
「
持
続
可
能

な
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
」。
農
協
改
革
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
に

一
定
の
評
価
も
出
て
き
て
い
る
が
、
経
営

の
視
点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
か
ら
か
な
り

シ
ビ
ア
な
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
20

年
度
か
ら
農
林
中
金
の
奨
励
金
引
き
下
げ

が
始
ま
り
、
金
融
事
業
を
中
心
と
し
た
都

府
県
の
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
地
帯

の
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
も
非
常
に
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
農
協

改
革
や
金
融
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
農

協
経
営
の
あ
り
方
と
し
て
、
全
道
の
方
向

性
と
各
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
な
ど
を
う
か
が

い
た
い
。
最
初
に
中
央
会
が
19
年
４
月
に

取
り
ま
と
め
た
各
Ｊ
Ａ
の
あ
り
方
検
討
の

状
況
を
。

　
柴
田　

５
年
間
の
農
協
改
革
集
中
推
進

期
間
が
19
年
５
月
に
終
了
し
、
ひ
と
つ
の

区
切
り
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
間
に
い

ろ
い
ろ
な
改
革
を
求
め
ら
れ
て
き
た
。
同

時
に
、
金
融
情
勢
も
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
長

期
化
し
、
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
が
大
き

く
変
わ
り
、
そ
こ
に
農
協
も
飲
み
込
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
向

け
て
全
道
１
０
８
農
協
の
皆
さ
ん
は
ど
う

考
え
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
農
林

中
金
の
奨
励
金
引
き
下
げ
を
前
提
に
そ
れ

ぞ
れ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
ら
い
、

単
独
、
合
併
、
信
用
事
業
譲
渡
の
３
つ
の

選
択
肢
も
示
し
な
が
ら
、
19
年
４
月
ま
で

に
各
農
協
で
再
点
検
し
て
い
た
だ
い
た
経

過
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
１
０
８
農
協
の
う
ち
、
コ

ス
ト
削
減
や
販
売
強
化
な
ど
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
単
独
の
総
合
事
業
体
と
し
て

や
っ
て
い
く
と
回
答
し
た
の
は
94
農
協
で
、

こ
の
ほ
か
事
業
基
盤
強
化
の
た
め
合
併
を

検
討
し
た
い
と
回
答
し
た
の
は
11
農
協

だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
８
農
協
は
す
で
に
合

併
検
討
委
員
会
な
ど
の
枠
組
み
が
あ
る
が
、

枠
組
み
な
し
の
と
こ
ろ
も
３
農
協
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
あ
り
方
検
討
と
は
事
情

が
異
な
る
が
、
日
高
の
３
農
協
が
信
用
事

業
譲
渡
を
選
択
し
て
い
る
。

　

な
お
、
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
農
林
中

金
や
Ｊ
Ａ
道
信
連
か
ら
の
還
元
率
を
一
律

で
設
定
し
、
各
農
協
の
中
期
計
画
な
ど
を

も
と
に
２
０
２
３
年
度
の
収
支
見
通
し
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
だ
い
た
。

日
高
３
農
協
を
除
く
１
０
５
農
協
の
部
門

別
事
業
利
益
を
見
る
と
、
17
年
度
と
比
較

し
て
信
用
事
業
は
全
道
で
約
35
億
円
の
マ

イ
ナ
ス
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
共
済
事
業

も
長
期
共
済
保
有
高
の
減
少
に
よ
り
収
益

率
が
下
が
る
た
め
約
11
億
円
減
、
購
買
事

業
も
約
12
億
円
減
。
こ
の
ほ
か
、
販
売
事

業
利
益
は
微
増
の
２
億
円
、
そ
の
他
が
９

億
円
増
で
、
事
業
総
利
益
全
体
で
は
約
47

億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ＪＡグループ北海道座談会　持続可能なＪＡの事業運営を考える ●上

　信用事業のあり方をめぐり、道内108ＪＡでは2019年４月
までに①単独②合併③信用事業譲渡（代理店化）の３つの選択
肢に基づく検討が行われた。農協改革集中推進期間が終了する
一方、マイナス金利の長期化に伴い、信用事業における奨励金
水準の段階的な引き下げが始まる。ＪＡをめぐる環境の変化を
踏まえ、今後も持続可能な経営基盤をどう維持していくのか。
北海道大学・小林国之准教授の進行で、「持続可能なＪＡの事
業運営」について道内ＪＡ関係者にご議論いただいた。

【出席者】
小林　国之
　北海道大学大学院農学研究院准教授
柴田　倫宏
　ＪＡ北海道中央会専務理事
宮本　英靖
　ＪＡピンネ代表理事組合長
佐藤　正昭
　ＪＡこしみず代表理事組合長

出典：『北海協同組合通信2020新春特集号』
「持続可能なＪＡの事業運営」北海道協同組合通信社
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に
対
し
、
事
業
管
理
費
は
12
億
円
増
え
る

た
め
、
経
常
利
益
は
71
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
。

17
年
度
と
比
較
し
て
35
％
ほ
ど
厳
し
く
な

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

　
宮
本　

当
農
協
で
も
影
響
は
大
き
く
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
22
年
に
は

現
行
と
比
較
す
る
と
信
連
か
ら
の
奨
励
金

で
約
５
０
０
０
万
円
ほ
ど
落
ち
る
。
し
か

し
、
今
ま
で
も
農
協
本
来
の
姿
は
、
組
合

員
の
結
集
が
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
農
産

物
を
し
っ
か
り
集
荷
し
て
有
利
販
売
す
る

こ
と
が
第
一
で
、
こ
の
農
産
物
の
販
売
が

金
融
・
共
済
、
経
済
事
業
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
ず
っ
と
や
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
組
合

員
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
農
産
物

の
集
荷
率
を
高
め
、
さ
ら
に
系
統
が
有
利

販
売
を
続
け
て
い
け
ば
、
何
と
か
乗
り

切
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
小
林　

し
か
し
、
５
０
０
０
万
円
と
い

う
の
は
大
き
な
額
だ
。
畑
作
・
酪
農
地
帯

に
比
べ
て
水
田
地
帯
は
貯
貸
率
が
低
く
、

預
金
運
用
が
中
心
。
よ
り
大
変
な
の
で
は

な
い
か
。

　
宮
本　

確
か
に
貯
貸
率
は
７
％
で
預
金

の
割
合
が
高
く
、
そ
の
分
今
回
の
奨
励
金

引
き
下
げ
は
非
常
に
き
つ
い
。
た
だ
販
売

面
に
お
い
て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
米
の
集

荷
率
が
93
％
と
高
い
。
こ
れ
か
ら
も
農
協

に
対
す
る
組
合
員
の
理
解
を
つ
な
い
で
い

き
な
が
ら
、
農
協
離
れ
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
信
用
事
業
の
減
収
分
は
全

体
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
の
が
基
本
的

な
考
え
方
だ
。

　

２
０
０
６
年
に
営
農
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
、
営
農
部
と
農
産
部
を
ひ
と
つ
の
組

織
に
入
れ
る
と
同
時
に
、
営
農
部
の
中
に

営
農
渉
外
課
を
設
け
た
。
こ
こ
の
ス
タ
ッ

フ
は
４
人
で
、
仕
事
は
農
家
回
り
が
専
属
。

中
身
は
生
産
資
材
の
推
進
、
営
農
相
談
、

農
作
業
の
人
材
派
遣
と
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
農
協
へ
の
結
集
と
集
荷
率

の
向
上
が
図
ら
れ
、
そ
の
延
長
で
金
融
、

共
済
事
業
に
結
び
つ
い
て
い
け
ば
い
い
と

考
え
て
い
る
。
実
際
に
渉
外
課
を
始
め
て

か
ら
販
売
高
は
２
億
５
０
０
０
万
円
ほ
ど

伸
び
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
農
協
経
営

に
と
っ
て
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
小
林　

ピ
ン
ネ
の
営
農
渉
外
課
は
、
全

国
的
に
見
る
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
近
い
仕
組
み
だ

と
思
う
。
組
合
員
と
の
関
係
性
や
若
い
世

代
の
変
化
は
。

　
宮
本　

営
農
渉
外
課
の
組
合
員
訪
問
は

毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
特
に
何
も
用
意
せ

ず
に
う
か
が
う
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
中

で
、
基
本
的
に
農
協
は
皆
さ
ん
が
つ
く
っ

て
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
組
織
で
あ
り
、
い

い
と
こ
取
り
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
、

皆
さ
ん
が
結
集
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
指
導
は
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

併
せ
て
青
年
部
組
織
に
も
渉
外
課
の
担
当

者
な
ど
が
顔
を
出
し
、
青
年
部
の
中
か
ら

次
の
農
協
の
経
営
者
が
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
も
伝
え
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
若
い
世
代
の
意
識
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
た
気
が
す
る
。
ま
た
、
以
前
は
渉
外

課
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
そ
の
た
め

農
家
の
お
母
さ
ん
や
娘
さ
ん
な
ど
の
相
談

ご
と
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
は
職

員
の
配
置
を
工
夫
し
な
が
ら
将
来
に
向
け

再
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　
小
林　

全
国
的
に
見
て
も
農
家
の
女
性

の
声
を
き
ち
ん
と
く
み
上
げ
る
と
い
う
の

は
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
北
海
道
は

ま
だ
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
農
協
へ

の
結
集
力
と
い
う
面
か
ら
も
、
経
営
主
は

も
ち
ろ
ん
、
女
性
の
声
を
聞
く
こ
と
で
さ

ら
に
広
が
り
が
出
て
く
る
と
思
う
。
こ
の

ほ
か
、
組
合
員
と
の
対
話
と
い
う
意
味
で

は
、
ピ
ン
ネ
で
は
全
職
員
が
農
事
組
合
組

織
な
ど
に
出
向
く
一
斉
推
進
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
宮
本　

そ
れ
は
渉
外
課
と
は
ま
た
別
の

「
相
談
機
能
」
と
い
う
組
織
体
で
、
１
２

１
人
の
職
員
を
５
人
平
均
で
21
班
に
分
け
、

管
内
全
地
区
に
割
り
振
り
、
春
は
米
の
契

約
や
水
田
の
作
付
け
、
秋
は
集
荷
体
制
の

相
談
な
ど
に
出
向
い
て
い
る
も
の
。
農
協

か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
組
合
員
か

ら
も
頼
り
に
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
「
来
て

く
れ
」
と
言
わ
れ
て
行
く
こ
と
も
あ
る
。

小林　国之
（こばやし・くにゆき）

柴田　倫宏
（しばた・みちひろ）

1975年北海道生まれ。北海
道大学大学院農学研究科を修
了後、助教を経て2016年か
ら現職。地域連携経済学研究
室。主著は「ホクレン販売事
業にみる経済連の組織機構と
機能」「総合農協のレーゾン
デートル」「北海道から農協
改革を問う」など。

1966年生まれ、北海道大学
農学部卒。88年北農中央会入
会、90年函館支所、95年帯
広支所、99年農業対策部畑作
農業課、2006年札幌支所、
09年基本農政対策室、12年
農業対策部畑作農業課長、13
年同酪農畜産課長、16年東京
事務所長、17年常務理事、
19年9月から現職。
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佐
藤　

問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
は
金
融
農

協
で
は
な
く
、
販
売
農
協
だ
と
い
う
こ
と
。

ま
ず
そ
こ
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
農
協
は
金
融
・
共
済
で
成

り
立
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
が
ち
で
、
も
ち

ろ
ん
金
融
の
利
益
も
あ
る
が
、
基
本
は
営

農
指
導
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
家
の

皆
さ
ん
の
生
産
力
を
上
げ
て
い
く
た
め
の

組
織
。
常
に
そ
こ
を
真
ん
中
に
置
い
て

や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
さ
り
と
て
、

金
融
・
共
済
は
農
家
組
合
員
だ
け
で
な
く

地
域
住
民
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
。

う
ち
も
准
組
合
員
が
６
割
以
上
を
占
め
、

地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ

る
。
小
清
水
に
は
郵
便
局
と
信
金
も
あ
る

が
、
金
融
の
シ
ェ
ア
は
農
協
が
約
７
割
。

地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
な

組
織
に
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
う

ち
は
交
付
金
を
入
れ
た
年
間
の
売
上
が
１

４
０
億
円
ほ
ど
あ
り
、
貯
金
は
２
６
０
億

円
ぐ
ら
い
扱
っ
て
い
る
が
、
５
年
後
に
は

事
業
利
益
が
約
５
０
０
０
万
円
減
る
。
そ

の
先
は
も
っ
と
減
る
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
こ
は
工
夫
次
第
だ
ろ
う
。
当
然

こ
れ
か
ら
も
金
融
事
業
は
譲
渡
せ
ず
に

し
っ
か
り
や
る
。

　

た
だ
、
営
農
指
導
の
中
身
を
細
か
く
見

る
と
、
土
地
の
売
買
か
ら
税
金
対
策
、
農

作
業
事
故
の
対
応
、
さ
ら
に
は
冠
婚
葬
祭

や
高
齢
者
の
悩
み
ご
と
の
相
談
な
ど
、
相

当
幅
広
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
金
融
・
共
済
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と

す
れ
ば
、
そ
こ
は
組
合
員
に
き
ち
ん
と
説

明
し
、
営
農
指
導
は
す
べ
て
無
償
と
い
う

認
識
は
、
少
し
ず
つ
変
え
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、

組
合
員
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
今
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
、
実
は
当
た
り
前
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。

　
小
林　

組
合
員
の
理
解
や
教
育
と
い
う

面
で
、
小
清
水
は
地
域
の
歴
史
を
組
合
員

に
伝
え
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
佐
藤　

そ
こ
を
一
生
懸
命
や
ら
な
い
と
、

自
分
一
代
で
こ
こ
ま
で
き
た
よ
う
な
感
覚

に
な
っ
て
、
ひ
と
り
で
何
で
も
で
き
る
と

錯
覚
す
る
人
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
先
ほ

ど
米
の
集
荷
の
話
が
あ
っ
た
が
、
う
ち
は

畑
作
３
品
が
中
心
な
の
で
少
し
違
う
け
れ

ど
も
、
系
統
利
用
が
当
た
り
前
と
い
う
空

気
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
。
生
産

部
会
な
ど
で
も
、
た
だ
罰
則
規
定
を
設
け

た
の
で
は
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
払
え
ば
い
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
話
に
な
る
が
、
そ
う
で

は
な
く
、
皆
で
決
め
た
こ
と
は
皆
で
守
り
、

地
域
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
。
そ
れ
が
寄
り
集
ま
っ
て
農

協
へ
の
結
集
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に

は
農
協
と
し
て
も
組
合
員
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
を
知
り
、
い
か
に
し
て
こ
ち
ら

を
向
い
て
も
ら
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
一

番
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

農
政
運
動
の
重
要
性
を
再
確
認

　
小
林　

一
連
の
農
協
改
革
の
動
き
に
つ

い
て
、
実
際
に
組
合
員
の
人
た
ち
は
ど
れ

ぐ
ら
い
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
例
え
ば
中
央
会
の
連
合
会
化
な
ど
、

人
ご
と
の
よ
う
な
思
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
は
問
題
だ
と
思
う
。

　
佐
藤　

多
く
の
組
合
員
に
と
っ
て
は
人

ご
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
気
に
し
て
い
る
部

分
は
あ
る
し
、
よ
く
言
え
ば
、
組
合
長
や

役
員
に
任
せ
て
お
け
ば
安
心
だ
と
思
っ
て

く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が

人
ご
と
で
は
な
い
と
伝
え
る
に
は
、
ひ
と

つ
は
組
合
員
教
育
を
や
っ
て
、
政
治
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
努
力
を
す
る
こ
と
だ

ろ
う
。
小
清
水
で
は
５
年
ほ
ど
前
に
農
民

連
盟
が
解
散
し
た
が
、
そ
う
な
る
と
組
合

員
が
勉
強
す
る
場
所
も
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
新
た
に
農
政
協
議
会

を
つ
く
り
勉
強
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
北

海
道
の
農
業
は
交
付
金
の
割
合
が
大
き
く
、

中
央
会
を
中
心
と
し
た
農
政
活
動
が
あ
っ

て
初
め
て
経
営
が
成
り
立
つ
。
決
し
て
自

分
ひ
と
り
の
力
で
生
活
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
は
き
ち
ん
と
制
度
を
含

め
て
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
。

宮本　英靖
（みやもと・ひでやす）

佐藤　正昭
（さとう・まさあき）

1953年生まれ。拓殖大学北
海道短期大学卒。99年にＪＡ
ピンネ監事、2002年代表理
事専務を経て、08年から現職。
17年からは空知農協連副会
長、空知管内農協組合長会副
会長、ホクレン理事を務める。
道農協米対策本部委員。

1948年生まれ。93年ＪＡこ
しみず理事、02年から現職。
08年からホクレン理事、11
年からオホーツク農協組合長
会会長、オホーツク農協連代
表理事会長、ＪＡ道中央会理
事、ＪＡ全農総代などを務め
る。
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た
だ
、
今
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら

情
報
が
入
る
し
、
農
業
団
体
と
同
じ
よ
う

な
活
動
を
す
る
組
織
も
出
始
め
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
国
に
要
請
し

て
や
っ
と
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
、

メ
ー
ル
な
ど
で
す
ぐ
手
に
入
る
。
そ
れ
も

言
っ
て
み
れ
ば
情
報
の
い
い
と
こ
取
り
で
、

農
協
も
農
連
も
関
係
な
い
と
い
う
人
が
出

て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
先
は
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
小
林　

中
央
会
も
９
月
か
ら
連
合
会
と

な
っ
た
が
、
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を

代
表
す
る
組
織
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
中
央

会
が
果
た
し
て
き
た
機
能
や
役
割
、
存
在

意
義
な
ど
を
、
末
端
の
組
合
員
に
も
見
え

る
よ
う
な
形
に
変
え
、
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
柴
田　

中
央
会
も
連
合
会
に
な
っ
て
ス

リ
ム
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
や
る

べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
思
い
で
19
年
４
月
に

第
４
次
中
期
計
画
を
立
て
、
３
つ
の
基
幹

事
業
と
と
も
に
、
農
政
事
業
を
重
点
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
の
中
で
特
に
農

政
運
動
に
つ
い
て
は
、か
つ
て
の
ガ
ッ
ト
・

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
時
代
は
、
外
圧

を
利
用
し
て
自
ら
勉
強
し
、
組
織
に
結
集

す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
協
同
組
合
運
動
の

原
点
と
も
言
う
べ
き
状
況
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
空
中
分
解
し
て
２
国
間

の
経
済
連
携
に
移
っ
て
き
た
こ
ろ
か
ら
、

後
の
農
協
改
革
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
運

動
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
は
事

実
。
中
央
会
が
進
む
べ
き
道
は
中
期
計
画

に
示
し
た
が
、
組
合
員
教
育
を
含
め
た
具

体
的
な
運
動
の
あ
り
方
な
ど
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
佐
藤
　
私
が
組
合
長
に
な
っ
た
当
時
は

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
あ
り
、
よ
く
全
道
の
組
合
長
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
動
に
出
た
。
国
に
も

要
請
に
行
っ
た
し
、
全
国
大
会
な
ど
に
も

参
加
し
た
。
し
か
し
最
近
は
そ
う
い
う
機

会
が
減
り
、
参
加
す
る
組
合
長
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
も
の
は
自
分
で

参
加
し
て
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組

合
員
に
対
し
て
し
っ
か
り
説
明
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
農
政
運
動
の
中
で
も
そ
こ
が

今
、
非
常
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

　
柴
田　

農
業
団
体
が
大
会
や
集
会
を
開

催
す
る
と
、
外
か
ら
は
「
こ
ぶ
し
を
挙
げ

て
い
る
」
と
見
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
際
は
そ
れ
に
よ
り
組
織
内
の

結
集
が
高
ま
っ
た
り
、
地
元
に
戻
っ
た
と

き
に
よ
り
正
確
な
情
報
を
組
合
員
に
伝
え

ら
れ
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
そ
こ
を
も

う
一
度
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
Ｊ
Ａ
全
中
主
催
の
大
会

も
開
か
れ
な
く
な
っ
た
が
、こ
こ
２
年「
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
名
前
で
開
催
し

て
お
り
、
農
政
運
動
に
対
す
る
危
機
意
識

の
表
れ
だ
と
思
う
。

　
佐
藤　

そ
こ
は
形
を
変
え
て
で
も
や
ら

な
い
と
だ
め
だ
。
農
協
改
革
の
中
で
ひ
と

つ
よ
か
っ
た
の
は
、
う
ち
の
組
合
員
は
中

央
会
の
役
割
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。

ホ
ク
レ
ン
に
対
し
て
は
い
ろ
い
ろ
言
う
が
、

「
中
央
会
は
絶
対
に
必
要
な
組
織
」
と
い

う
理
解
が
組
合
員
に
あ
っ
た
こ
と
。
正
直

意
外
だ
っ
た
が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。

や
は
り
農
政
活
動
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
を
緩

め
て
は
い
け
な
い
。

　
柴
田　

農
協
と
い
う
の
は
経
済
事
業
体

で
あ
る
と
同
時
に
運
動
体
で
あ
り
、
手
法

を
含
め
て
運
動
体
の
部
分
を
や
や
疎
か
に

し
て
き
た
こ
と
が
、
今
日
の
組
合
員
の
組

織
離
れ
を
招
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、

そ
こ
は
中
央
会
の
役
割
が
大
き
い
。
し
っ

か
り
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
小
林　

な
か
な
か
伝
わ
り
に
く
い
部
分

で
あ
り
、
特
に
比
較
的
若
い
世
代
は
農
政

運
動
と
い
う
言
葉
に
距
離
を
置
き
た
が
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
北
海
道
の
場
合
、
農

政
運
動
の
成
果
と
し
て
手
に
し
て
き
た
も

の
は
非
常
に
大
き
い
。
し
か
し
最
近
は
個

人
が
自
由
に
や
る
こ
と
を
助
長
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
て
、
国
が
示
す
政
策
の
方

向
に
沿
い
「
そ
れ
に
ど
う
合
わ
せ
る
か
」

と
い
う
手
法
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
。

　
柴
田　

確
か
に
、
畑
作
物
な
ど
は
当
時

の
品
目
横
断
な
ど
北
海
道
主
導
で
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
き
た
が
、
米
は
全
国
の
仕
組

み
の
中
で
ど
う
北
海
道
に
合
っ
た
運
用
に

し
て
い
く
か
と
い
う
の
が
、
最
近
の
動
き

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
米
政
策
の
見

直
し
が
始
ま
っ
た
こ
こ
数
年
、
農
政
運
動

の
中
で
農
水
省
と
も
意
見
交
換
を
重
ね
な

が
ら
、
北
海
道
が
求
め
る
具
体
的
な
仕
組

み
を
北
海
道
提
案
型
で
強
く
誘
導
し
て
き

た
部
分
が
あ
る
。

　
宮
本　

具
体
的
に
は
、
全
国
一
律
の
米

政
策
の
中
で
、
産
地
交
付
金
に
つ
い
て
地

域
で
フ
リ
ー
に
配
分
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
要
望
し
、
道
枠
と
地
域
枠
と
い
う
や

り
方
で
対
応
し
て
も
ら
っ
た
の
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。
ま
た
米
の
作
付
面

積
に
関
し
て
も
、
加
工
用
米
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
水
張
り
転
作
に
地
域
で
自
由
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

わ
れ
わ
れ
が
要
請
し
な
が
ら
、
農
水
省
と

一
緒
に
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
き
た
も
の
。

こ
こ
は
も
う
少
し
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
小
林　

こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
地
道
な

農
政
運
動
の
成
果
を
地
域
農
業
の
振
興
や

農
協
事
業
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
た
だ
、
本
来
は
そ
れ
ら
が
す
べ
て
一

体
と
な
っ
て
展
開
し
て
き
た
の
が
日
本
の

農
協
の
特
質
で
あ
り
、
今
は
そ
こ
が
分
断

さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

（
つ
づ
く
）
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『出典：首相官邸HPより』
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『出典：首相官邸HPより』
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　2019年12月、全国各地のＪＡバンクの利用者
が通帳代わりに利用できるサービスとして、ス
マートフォンアプリ「ＪＡバンクアプリ」の提
供を開始しました。
　本アプリを利用して、口座残高や入出金明細
をスマートフォンで確認することができます。
　ＪＡバンクのキャッシュカード
をお持ちの個人のお客様であれ
ば、アプリをダウンロードして簡
単な初期登録で、誰でも無料で利
用することができます。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康
を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図
ることを目的として、広報誌「すまいる」を発
行しております。年３回発行しており、様々な
医療・健康情報を
発信しております。
　ホームページに
もバックナンバー
を掲載しておりま
すので、是非ご一
読ください。

　この４月より、生活習慣病になった時の備え
として「特定重度疾病共済（そなエール）」が
新たにラインナップされました。ＪＡ共済では
資料請求キャンペーンを実施しており、キャン
ペーン期間中に資料請求をいただいた方にもれ
なくプレゼントをご用意しております。
　キャンペーンの応募期
間は令和３年３月10日ま
でですが４期に分かれて
おります。
　この機会に、ＪＡ共済
のホームページにアクセ
スいただけますようお待
ちしております！

　ホクレンは3月31日、演劇ユニット「TEAM 
NACS」リーダーの森崎博之さんの「ホクレン
アンバサダー」就任会見と、2020年度女子陸上
競技部の新体制記者発表を、ホクレンビルでそ
れぞれ開きました。森崎アンバサダーは、「拓
くぞ！未来」プロジェクトを通じ、北海道農業
の魅力を広く発信予定。この日はその初仕事と
して、新人の保坂野恋
花選手を加えた女子
陸上チームメンバー
たちを「北海道農業
のため、ともに頑張ろ
う」と激励しました。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内
容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は
ＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　ＪＡグループ北海道では、新型コロナウイルスの影響による、学校給食の停止及び卒業式などイ
ベントの自粛に伴い、ＪＡグループ北海道役職員はもちろん、同じ協同組合であるぎょれんやコー
プさっぽろ等にも協力頂き、牛乳の消費拡大を行った他、花きについては、北農ビルにて国産花き
の販売会を７月末まで、毎週金曜日に開催をしています。
　また、感染が疑われる方々などの相談対応にご尽力さ
れている道内保健所の職員皆様の免疫力を高めて頂きた
く、４月（計４回）に牛乳乳製品の無償提供を行ってお
ります。
　新型コロナウイルスにより、行動が制限され体や心に
ゆとりが無くなってきていると思います。このような時
だからこそ、家に花を飾り気持ちを明るく、国産の農畜
産物をしっかり食べ、新型コロナウイルスに打ち勝ちま
しょう！

（※上記の写真は第1期の賞品です。第2期以降の賞品については変更となる場合がございます。）
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山
菜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

荻
田 

毅
（
お
ぎ
た 

た
け
し
）

安
全
に
採
取
、お
い
し
く
味
わ
う
た
め
の
六
カ
条

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず

採
取
す
べ
し

標
高
を
変
え
て

「
時
間
を
巻
き
戻
す
」

山
菜
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

山
菜
を
安
全
に
採
取
し
、

お
い
し
く
味
わ
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
教
え
し
ま
す
。

さ
あ
、
春
の
息
吹
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　 

早
春
に
は
新
芽
部
分
を
摘
ん
で
食
べ
る
山

菜
が
多
い
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
、

あ
く
が
強
く
な
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
一
瞬
を
逃
さ
ず
に
採
取
す
る
こ
と

が
山
菜
狩
り
の
醍
醐
味
（
だ
い
ご
み
）
で
す
。

山
菜
は
出
て
く
る
順
番
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
覚
え
て

お
く
と
便
利
。
フ
キ
の
と
う
↓
コ
ゴ
ミ
↓
タ
ラ
の
芽
↓
ウ
ド
↓
ワ
ラ
ビ
↓
ミ
ズ

な
ど
と
覚
え
て
お
く
と
、
今
は
何
が
旬
な
の
か
、
次
の
狙
い
は
何
な
の
か
が
分

か
り
ま
す
。桜
前
線
と
共
に
山
菜
前
線
も
北
上
し
、標
高
を
駆
け
上
が
り
ま
す
。

山
菜
ご
と
に

最
適
な
保
存
方
法
を
選
ぼ
う

　
た
く
さ
ん
採
れ
た
ら
保
存
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ゼ
ン
マ
イ
は
重
曹
を

使
っ
て
あ
く
抜
き
を
し
た
後
に
乾
燥
保

存
、
ワ
ラ
ビ
は
同
様
の
あ
く
抜
き
後
に

塩
漬
け
に
し
ま
す
。
ミ
ツ
バ
な
ど
あ
く

が
弱
く
、
香
り
や
風
味
が
大
切
な
山
菜

は
、
短
期
間
限
定
な
が
ら
生
の
ま
ま
冷

凍
保
存
す
る
の
が
ベ
ス
ト
。

風
味
を
損
な
わ
ず

あ
く
抜
き
す
る

　
山
菜
の
多
く
は
「
あ
く
抜
き
」
が
必
要
で
す
。
面

倒
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
く
抜
き
方
法
を
覚
え
ま
し
ょ

う
。あ
く
抜
き
の
所
要
時
間
を
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

山
菜
の
鮮
度
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
あ
く
抜
き
の
途
中
に
ち
ょ
い
ち
ょ
い

味
見
し
て
抜
け
加
減
を
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、
例

え
ば
ヤ
マ
ウ
ド
は
酢
水
に
漬
け
て
あ
く
を
抜
き
ま
す

が
、
抜
き
過
ぎ
る
と
今
度
は
食
物
繊
維
が
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な
り
、
食
感
を
損
な
う
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

見
分
け
が
付
か
な
け
れ
ば

食
べ
る
べ
か
ら
ず

　
食
べ
ら
れ
る
山
菜
に
似
た
毒
草
も
多

い
で
す
。ア
サ
ツ
キ
に
似
た
ス
イ
セ
ン
、

モ
ミ
ジ
ガ
サ
に
似
た
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ギ
ョ

ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
に
似
た
ス
ズ
ラ
ン
な

ど
、
毎
年
の
よ
う
に
中
毒
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
図
鑑
の
絵
や
写
真
と
姿

が
似
て
い
る
だ
け
で
判
断
は
せ
ず
、
確

実
に
分
か
ら
な
い
場
合
は
専
門
家
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
当
た
り
の
良
い
場
所
を
好
む
な
ど
、
狙
う
山
菜

が
好
む
環
境
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
山
菜
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。採
取
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
た
ら
、

採
取
場
所
を
北
上
す
る
か
標
高
を
高
く
す
る
か
し
て

「
時
間
を
巻
き
戻
す
」
。
東
京
の
３
月
の
気
候
が
、
東

北
地
方
や
高
い
山
の
上
で
は
６
月
ご
ろ
ま
で
再
現
さ

れ
ま
す
。
採
取
場
所
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
各

地
で
追
い
求
め
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

天
候
の
急
変
に
も

対
応
で
き
る
服
装
を

　
春
は
天
候
が
変
わ
り
や
す
い
も
の
で
す
。
天
気
の
急

変
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
か
っ
ぱ
や
防
寒
服
は
常
に
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
履
物
は
登
山
靴
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
に
ス
パ
ッ
ツ
か
長
靴
が
良
い
で
し
ょ

う
。
山
菜
の
近
く
に
は
ト
ゲ
の
あ
る
植
物
や
皮
膚
が
か

ぶ
れ
る
植
物
が
生
え
て
い
る
の
で
、
シ
ャ
ツ
も
長
袖
が

原
則
で
す
。ま
た
タ
ラ
の
芽
や
ミ
ヤ
マ
イ
ラ
ク
サ
な
ど
、

ト
ゲ
が
あ
る
山
菜
を
採
る
に
は
軍
手
が
必
要
で
す
。

採
っ
た
山
菜
の
鮮
度
を
維
持
す
る
た
め
に
古
新
聞
と
水

の
入
っ
た
霧
吹
き
、
高
い
山
を
登
る
場
合
は
ク
マ
よ
け

の
鈴
も
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

ワラビ

ウド

コゴミ

シオデ

ミヤマイラクサ
ウルイ

山菜狩りの王道食材。春から初夏まで新芽が出

続けることも、一度にたくさんの収穫が見込まれ

ることも魅力。あく抜きは一握りのワラビに対して

小さじ１杯の重曹を振り、熱湯を掛け一晩置く。

桜の開花直後が発芽時期。そ

のタイミングを逃して「うどの大

木」になったらもう手遅れ。あく

抜きには酢水を使うのがポイン

トで、料理も酢みそあえが合う。

山菜はあくが強いという常識を

覆し、さっと湯がいただけでヌメ

リのある味を楽しめる。野菜とし

ても栽培されている。

シダ類には珍しくあくが弱く、

軽く湯がいただけで食べら

れるのが魅力。最近「アカコ

ゴミ」と呼ばれる赤色の別種

も人気。ごまあえは絶品。

ミヤマは深山で、標高の高い場所で

しか見つからない。小さなトゲを甘く

見たら大変痛い目に遭うので、採取

するときは必ず軍手を使うこと。塩ゆ

でした後、水にさらすことであくが抜

け、トゲも気にならなくなる。

天然のアスパラガス。味は市

販されているアスパラガスと

違いが分からないかもしれな

い。ゆでてマヨネーズで食べ

るとおいしい。

イラスト：MDRデザイン事務所
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※Jミルクホームページより転載

成長期や健康長寿に骨を強くするカルシウムを！

ラタトゥイユのミルクガレット
野菜たっぷり朝食にもぴったり
【作り方】
① パプリカはヘタと種を除いて食べやすい大きさに
切り、ズッキーニとなすは1cm幅の輪切りにする。

② トマトは皮をむき、6〜8つに切る。
③ フライパンにオリーブ油を熱して①を炒める。
油が回ったらトマトを加えて炒め煮し、塩、こし
ょうで味を調える。

④ ボウルにそば粉をふるって入れ、塩、卵、バタ
ーを加えて混ぜ、牛乳でのばす。

⑤ 直径24cmくらいのフライパンにサラダ油を薄く
ひいて弱火で温め、④の1/3量を流し入れて全体
に広げる。生地の表面が乾いてきたら中央に卵
を割り入れる。白身が白っぽくなってきたら③の
1/3量をのせ、生地の周囲を内側に折って包む。
仕上げにこしょうをふる。残りも同様に作る。

※�トマトは皮に十字の切り目を入れ、熱湯にくぐ
らせて冷水にとると皮がラクにむけます。

今月のミルク
レシピ

〈ラタトゥイユ〉
パプリカ（赤、黄）�各1/2コ� ズッキーニ� 1本
なす� 1本� トマト� 3コ
オリーブ油� 大さじ2〜3� 塩、こしょう� 各少々
〈ガレット〉
そば粉（なければ小麦粉）�100g� 塩� 小さじ1/2
卵� 1コ� 溶かしバター� 10g
牛乳� 180ml� サラダ油� 適量
卵� 3コ� こしょう� 少々
◎元気・キレイ★ポイント
トマトに含まれるリコピンは抗酸化物質の一種
で、ガンや老化の予防に役立つといわれていま
す。この物質は熱に強いので、煮込み料理にもど
うぞ！�

材　　料（３枚分）

「牛肉や牛乳、花卉等の農畜産物の消費拡大運動」
～ たべる！のむ！かざる！産地応援プロジェクト」～の取り組みについて ～

Ⅰ　 目的：本取り組みは、新型コロナウイルス感染拡大に伴う学校の休校措置や卒業式の開催自粛に伴
い、消費が激減した牛肉や牛乳、花卉等の農畜産物の消費拡大に取り組み、消費低迷に苦しむ産地
の仲間を助けることを目的に行うものです。

Ⅱ　具体的取り組み内容
（１） 牛肉：家庭において国産の牛肉を積極的に活用することとします。
（２） 牛乳：家庭においてこれまで以上に牛乳の消費拡大に取り込むほか、ＪＡ健康寿命１００歳プロ

ジェクトが推進している「乳和食Ⓡ」に取り込み、牛乳をおいしく摂りながら、塩分を抑え、カ
ルシウムを補い、ご飯を中心とした和食を実践します。

　　　　乳和食Ⓡ HP：https://www.ja-care.net/100project/nyuwashoku/
（３） 花卉：農林水産省が提唱する「花いっぱいプロジェクト」に賛同し、①フラワーバレンタインの

取り組みの一環として、ホワイトデーに花を贈る花き購入の推進、②胸ポケットに生け花のコサ
ージュを挿す取り組みの推進、③家庭や職場での花飾りや公共スペースでの花展示等に取り組み
ます。

　　　　農水省 HP：http://wwwmaff.go.jp/j/press/seisan/kaki/pdf/project-press.pdf

北海道農協青年部協議会・ＪＡ北海道女性協議会
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今回の答えは6月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。
《応募方法》左下の部分を本所�企画管理係まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取っ
ていただき各支所の総務係迄お渡しください。
《締め切り》2020年5月25日まで
　当選者の発表は6月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

2 4 7 9 12４月号の答え

住所

氏名

電話番号

ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

ペンネーム（　　　　　　　　）

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし ５月の答え

・つぶやきコーナー

・松井　良知 さん ・山本　文子 さん ・藤田　直樹 さんおめでとうございます!! 4月号の当選者

４月も半ばなのに冬を思わせる寒さ！ 毛糸のボウシ
が手放せません（Eさん）
たんちょう広報誌 毎月楽しみにしてます。（コーチャン）
福寿草やフキノトウに心和まされます。

（ココ＆くろさん）
今年ももう少しで畑作業のシーズンになります。肥
料まく前に木の枝やシカの角など見回りを確実に！

（Yさん）
一世紀、我が家を支えた「DNA」ありがとうござい
ました。（Nさん）
歴史は繰り返すと言う言葉通り今回のコロナ（昔か
ら有る感染症）そのたびに人間は色々な研究開発し
て来ました。今回も時間はかかっても、やがて終息
する時がきっと来ます!!頑張りましょう!!

（ニャンコバーバさん）
しんがたコロナウイルスにまけたらおわりです。

（Sさん）
桜の木の下で楽しみたいですね。早くコロナにさよう
なら出来るといいですネ（Mさん）

2 枝切りばさみの模様が違う　4 時計が2時から3時に変わっている
7 汗をかいている　9 茂みの量が違う　12 犬のしっぽの向きが違う
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辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

石　渡　正　志 白糠支所長兼購買課長 白糠支所長
林　　　稔　和 白糠支所　販売課販売係 音別支所　購買課長
春　日　　　守 音別支所長兼購買課長兼燃料課長 音別支所長兼営農課長
大　石　雅　明 音別支所　営農課長 白糠支所　購買課長
若　狭　幸　男 音別支所　購買課資材係長兼燃料課音別給油所係長 音別支所　購買課資材係長兼燃料課音別給油所係長兼生活係
安　藤　資　章 音別支所　購買課生活係長 音別支所　営農課営農係

（令和２年４月１日付）
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編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ 新型コロナウイルス感染症は世界各国でその猛威を振るい続けております。日本で
は、４月₁₆日、新型コロナウイルス対策特別措置法に基づく「緊急事態宣言」が全
国に発令され、同時に特に重点的に感染拡大防止への取り組みを進めていく必要性
のある₁₃都道府県は「特定警戒都道府県」に位置付けられました。テレビの報道や
新聞等様々な場面でコロナ対策等の情報が飛び交っております。緊急事態で何をす
ればよいのかを考えた時、何よりも自分自身への感染を防ぐ事、他の人に感染させ
ない事等が重要です。「不要不急の外出を避ける」「３つの密を避ける」など、毎日
の生活の中で実行可能な事から取り組む必要があります。

■令和元年度 　生乳生産実績（3月）
月計乳量（kg） 3月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,758,271.2 101.3 101,853,637.3 100.3
鶴 居 地 区 3,335,230.2 102.6 38,714,043.7 102.2
幌 呂 地 区 2,334,637.3 103.0 26,882,808.6 102.5
白 糠 地 区 1,672,275.5 96.4 19,896,543.5 98.5
音 別 地 区 1,416,128.2 101.9 16,360,241.5 95.1

管 内 計 45,847,586.8 102.1 533,119,098.8 101.1
（前年度管内計） 44,910,066.5 527,309,282.2

理　事　会　報　告
3月定例理事会　令和２年３月30日（月）

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．２月末（決算）財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．自己査定結果について
６．経営定期点検の実施結果について
７．—令和元年度事業報告及び決算概要について
８．—令和元年度内部監査の業務活動報告につい

て
９．—内部統制（コンプライアンス・プログラム含む）
及びリスク管理に係る取組状況について

１０．役員報酬審議会の結果について
１１．—農業における新型コロナウイルス感染者発

生時の対応などについて

—付議事項　 
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　目的積立金の目的取崩について
議案第３号　—目的積立金の目的外取崩について
議案第４号　—令和２年度（第１5年度）事業計画の

設定について
議案第５号　—令和２年度諸利率・料率の設定について

議案第６号　—貸付金の利率の最高限度について
議案第７号　定款の一部改正について
議案第８号　規約の一部改正について
議案第９号　諸規程等の一部変更について
議案第１０号　—第１4回通常総会の招集および提出

議案について
議案第１１号　—議決権行使書面の取扱いについて
議案第１２号　—信用の供与等の最高限度額設定に

ついて
議案第１3号　—理事に対する資金の貸付について
議案第１4号　—役員と組合との取引基準の決定に

ついて
議案第１5号　令和２年度の余裕金運用について
議案第１6号　—令和２年度コンプライアンス・プロ

グラムの設定について
議案第１7号　固定資産の取得について
議案第１8号　—令和２年度経営定期点検実施計画

書の策定について
議案第１9号　特別積立金の取崩しについて

その他協議事項　 
１．春季地区懇談会の開催について
２．—次期白糠町長選挙への出馬推薦について他

ID→jakushirotancho
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